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審 査 結 果 の 要 旨  
 食事性低血圧（PPH）は,食前の収縮期血圧（SBP）に対して食後 2時間以内に SBPが 20mmHg
以上低下する,または食後 2 時間以内に食前 100mmHg 以上であった SBPが 90mmHg未満に低下
することと定義される.PPH は失神や冠動脈イベント,および死亡リスクとの関連が示されており,








 解析対象となった 300名の参加者において,150人（50.0％）が PPH陽性であった.ロジスティッ
ク回帰分析の結果,食前 SBP が PPH と有意に関連していた.さらに PPH 陽性群のうち,自覚症状の
データが得られた 144名において検討したところ,年齢,HbA1c,CVRR が無自覚性 PPHと関連して
いた. 
 本研究では,糖尿病患者の半数が PPH を有しており,糖尿病患者における PPH の有病率の高さが
示された.さらに,食前 SBPが PPHと有意に関連しており,糖尿病患者の PPHを予防するためには,
適切な血圧管理が重要であることが示唆された .PPH 陽性群のうち自覚症状を有していたのは
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